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山の気象 その 2

藤村郁雄

3 富士山の気象の日変化

山の斜面は平地よりも強い日射の照射を受けその接触する空気層を昇混せしめるので日出と同時

K山肌K沿って上昇する気流を招来する。それが次第K発達して日中κは山の上部K積雪が形成さ

れる O 夜になればこの反対K山抗K沿うて下降する気流が生じさきの積雲は消散するのである。こ

れが山の斜面K現われる山谷風で、登山K際してこのような風系が成立しまたこの種の積震が発生

しているならばたとえ降雨があったとしても天気は正常であることの証左とみてよいものである。

しも反対K日中K下降気流が起こってその上、雲が次第K増してくる，或いはまた夜間に吹き上

げがあり霧がかかって来るようなときKは天気悪化の兆とみてもよL、。

気温の日変化は平地も山頂も日中に高く夜K低いがその変化の巾は山頂では平地の約半分で3"-'

受℃である O また変化曲線の形も山頂では平地よりも未明の低湿が浅く、かつ高極が太陽の南中時

K近く起こる。然し乍らこれは山の頂上のことで、中腹などで裸地弱風の場合Kは変化の巾が平地

よりも透かK大きいものであることは日射の大きいことからも想像されるであろう O

水蒸気圧力も日変化状況は山頂平地ともK午後K最大、夜間から未明Kかけて最小となるが山演

の最大となる時刻は少し遅れて夕刻となる O これは下方の空気の送り込む水蒸気の補給に遅れがあ

るためである O 水蒸気の絶対量が山頂で少ないので変化の巾も自然、小さくなっている O

風速は、山の 第8図富士山の風速日変化

中腹では山谷風

Kよって一日二

つの山とこつの

谷を示すが、山

頂では平地の日

変化と反対K夜:

明け方κ強く日

中から夜Kかけ

て弱い。この状

況を第8函K示

す。
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一般自由大気中では館野高層

気象台の観測Kよるとえ∞Omの

Kおいてこの日変化の巾が

7'"'-'8m/臼に達しているが、

山岳では地面の影響もあり第8

図K未すよう Kょうやく1、ID//S

位の大きさである O これは上

方K逓増している風速が日中K

下方の弱風が混入して来るため

と考えられる。ここで1m/ら

の巾とはいってもそれは平均上

のことで、場合Kよっては夜明

け方に日中の風速に比ベラm~

もlOm/らも増すことがあるの

るO

湿度は通常自中K小さし夜

間K大きいものであるが山岳で

は水蒸気が特K夕刻K急増する

ので湿度は午前K檎低下するが

やがてこれは消え きな午後

の山をみせるものである O
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第 9図湿度の日変化
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日変化は、第 10図K示

すように平地では僅かV'e8時頃

と15時頃に小さい山をみせる程
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B等 事与j

で概して低調であるが山演ではこれK対して午後K一つの最大値を示す頗る明瞭な日変化曲線と

なる O これは上昇気流Kよって 雲が午後になって山頂Kかかるためである O

風向の日変化は、ただ出現の回数率をみただけでは殆ど判らないがこれを平均風向Kついて観察

すると一日 る明瞭な変化をしていることが知られる。 自は富士山演の毎時の風向観測

回数K基づいて市各風向の回数を北分と西分K分解して両成分の合計を求めた後両者をベクトノレ合

成して得られた方向を平均風向とし、その大きさは合成値の大きさ K比例して決めたものである O

換言すれば第 11関はこのベクトノレのホドグラフである O これは毎時観測値の7カ年間の平均値Kつ
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第 11図 おける時刻別平均風向

((8)印は全平均風向

数字は時刻を示す)

いて全年の分であるがこの二週状況は 1月K

は檎低調、 7月は極めて明瞭Kみられている。

何故このよう るかKついては、一つ

70 は太揚の週行Kつれて気層
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域が南側を通過すること、他方では本州中部

が昌射により昇温し気j欝の影践Kよち昇圧域

を形成し東岸の富士山Kおいて一つの日週風

向を生ずるものと考えられる O

最後K気圧の日変化Kついて述べる O 第12

図は東京と富士山頂の気圧日変化図で午前と

午後κ見られる顕著な気圧の山は両所とも同

様であるが東京の方は午前の低圧が浅く、午

後の低圧は著しく深いし富士山頂はこれと反

対K午前の低圧の方が檎深い点が両者の相異

するところであるO

第諸国 気圧日変作館野Kおける観測Kよると、 1，0∞m位の
上空からすでに気圧は日中K高くなり、三000

m位からは殆ど気温の己変化と問様な日中K

一つの大きい山を有する頗る明瞭な日変化蕗

線となっている。然、し乍ら山活では相当な高

さでも地表的傾向がみられG∞OmのMist土

mmHg 

山(南米ベノレー)頂でようやく気温と向様の

形態となるほどである O

4 富士山の気象変化の特徴

第13図は富士山頂における数日間の気象変
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化を、気圧@気温@風向@風速及び天気Kついて 3時間毎に示した一つの例である。これは手許に

あった図を用いただけのもので、気象上特託される期間ではない。また実際Kはこのほか気圧及び

気混について毎時の融Ij鐙を24時間の間隔で移動平均を行ない短時間に現われては消える変イ健伏

を消去して大きな場と天気との関係を競べているがここでは解り易いよう托生のままの変化図によ

って説明することKした。
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第13関 富士山頂Kおれる気象変動鹿嶋
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この図Kはまた天気記号の中から降水現象の議続時間をとち上げて記入しておいたからよ

く確かめられたい。 また余分K や の記入もしてあるがこれは気圧と気温の変化

が両者並行の歩調を毒したとき前者をグ気圧上昇気温下降グの区間として注記し、後者はグ気圧下降

気温上昇 p として印をつけたもので市両者が相並行している部分Kはこれらの印がついていない。

このことも図からよく確かめられたい。 この図でいおうとしている所は、突はこの降水の区

間と 印及び 印、それK風向との関係で屯 掠かの曲線はその資としているK過ぎな

いのであるO 結論をいえ くなち降水が始まるのは気圧気温の不並行があり百 しかもそ

才工カ三 印でも そのとき南風が伴うときである O 通常 印が現われたあと数時間で鋒水

が長会まるが、 Kよってはそれが半自であったり E樺 2時であったちして平均上では8時間と得ら

れていても市そしてそれから 8時間も喰し う例は髄分少数であってもそれがどのようなとき K起

ころかがよく判らないので天気の予想的ま未だしの壌があるという次第であるO ここKは省略した

が富士山近傍例えば三島や御殻場Kおいて降水が起こるのは富士山頂と多少の早娩はあるが大体K

おいて山も平地も 々同様Kなっているの ることは論をまたないであろう。
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に、平地ではす字状の気圧の谷がみられるが富士山ではそれが往々百字状Kな今、

それと問時に唱気温もその前後は不並行を示しながら中心部でこの百字の中央上昇K並行するので

台風の立体構造の究明の上からもよい資料となるがここでは詳説を止める O

一般気流が富士の山体によって強制的K上させられ山を越えるときにその気流中

K含むオ探気の礎結を起こし、山の頂き K鰻頭笠をさしかけたような雲を形成したものである。こ

れKより上空では、いち早く平素よりも水蒸気の増して来たことが判る。実捺に笠雲が現われてか

ら平地K降雨が起こる場合の数について調べると、その割合は 70，.....， 75 %で、

に降雨が伴うものではない。然し乍らこれは山谷風K伴う積雲とは異なっているので、下降気流で

しカミも していく状況などを細かく るならばもっと大き もっ として

用いられることは明らかである。

と似た形の裳で山頂部を檎離れた風下倶IJvcレンズ形、廼較する括採(こま〉の形或はまた烏

が両翼を張ったよう K浮ぶ白い雲を見かけることがある O これは他の一般の雲が速かK動いていく

のK殆どそのままの形で一定の場所K浮んでいるので吊し雲と称されているものである O 吊し雲は

上空で強いj武がありとれが山を越えてから大きく波がはね上がるよう K風下の気層を上昇せしめた

時その波頭にあたる部分K出来た雲で矢張り平素よりも水蒸気が増して来ていることを物語ってい

るO 吊し雲が出ると多くの場合平地でも天気が悪くなりこのときはまた強成も起こるがその割合は

矢張り 70---万%である O 吊し雲も笠雲も要は気流と水蒸気量κよるものであるから両者前後して

並出すが共K天気予察の資となること去うまでもなL、。

由来富士山の高さでは、気流がシベリヤから襲来するKしても将叉太平洋から来るKしてもそれ

は地表の影響の少ない新鮮な状態、で観測されるので、週期的現象例えば数日或いは旬日の週期的変

動や、もっと長期の三カ月や半年先の天候判断Kもよい指針となることは既に報告されている所で

あるo

台風ぜの新ヲは苦々の最も関心の深いものであるが突はその立体的構造も未だ充分には把握されて

はいなL、。それは-vc充分な高所における国定観測点が得られないことKよる O このとき 4.0∞m

k近い高さの富士山が観測を継続して、ここを通過する台風を数多く捕えその構造の特性を究明す

ることは今後Kおける大きな課題である。勿論この場合ただK台風ばかりではなく東洋の低気圧高

気圧将叉前線のたぐいもその様相が如実K把撞されるであろう O

結
;;:.6. 

jjllD 

ここでは展望ゃ気象光学的現象それから霧氷、空中電気こと K雷や尖端放電等のほか数々の臨時

観測の事項を総べて割愛し、また長年月 K頁る気候変動等については未だ調査が届かないため述べ

ることも出来なかったが、それ等は別の機会K譲りーと先ず富士山の気象の略記として筆を措く。

(招40.1. z) 雨の夜)(富士山測候所長)

訂 正 第2号4頁の第4図三島を静岡と訂正する。
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